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記 事　佐々木  進  (昭和40年採鉱科卒)

記 事　嵯峨  良平  (昭和43年電気科卒)

記 事　秋田ふるさと応援団　　　　　　　　　　 
理事長　三平  俊悦  (昭和39年建築科卒)

激励会に東京秋工会5名参加しました。総監督・監督・選手5人
それぞれが力強い決意表明に明日先ず1勝が期待できました。
　21日(火)日本武道館9時に集合(東京秋工会・秋田ふるさと
応援団・父兄など)し応援してきました。朝、武道館に向かう川
崎市宮崎台駅さくら坂の桜が満開でしたが、千鳥ヶ渕の桜5分
咲き・一部が7分咲きでした。
　試合1回戦は柳ヶ浦を3対1で一本勝ち勝利しました。2回戦
は国士舘高校と1対4と一本負けしました。強豪校に一人が一本勝
ちにせめての救いでした。今後に良い経験されたと思い期待したい。

※全国高等学校柔道選手権大会観戦記

　令和5年3月21日・火曜日に日本武道館で行われた団体戦に
我が母校である秋田工業のメンバーが颯爽と登場しました。
　当日はお天気も良く、千鳥ヶ淵の桜は八分咲きで、桜を見る
方たちで大賑わいでした。

　出場選手は、2年生が加賀谷涼太、薄田絆、栗原諒大、伊藤天
惺、1年生が藤井統司、武藤大河君でみなさんが初段です。

　1回戦は大分の「柳ヶ
浦高校」と当たり、3勝1
敗で勝ち上がりました。
応援に力が入り、大拍
手の嵐でした。そのあ
と優勝した「国士館高
校」との一戦も大いに
善戦しましたが惜しく
も1勝4敗でした。
　試合終了後に武道館の西門で記念撮影をして選手の労をねぎ
らい散会となりました。
　尚、応援には「秋田ふるさと応援団」の皆様もご参加くださり
ましたことに紙面をお借りして厚くお礼申し上げます。
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　母校の吹奏楽部のマーチング・バンドが小編成部門で、県大
会・東北大会を制して全国大会に駒を進めました。
　全国大会は12月11日
(日)に「さいたまスー
パーアリーナ」で行われ
ましたが、大会の入場券
は抽選販売で残念なが
らハズレで会場での応
援ができず、結果をイ
ンターネットで知るの
みでした。
　結果は銅賞でした。全国大会に出るだけでも大変なことで、
銅賞と言え立派です。
　しかしすでに数度の全国大会出場ですから、次回からは一つ
上の銀賞を目指して欲しい。なおマーチングとは言え大会での評
価は音楽性にも重点を置いているように感じますので、ピッチを
キッチリ合わせる技術と音楽性の向上を目指して欲しい。
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母校の全国大会の応援報告

吹奏楽部・マーチング全国大会

母校の演技

マーチング全国大会の結果

千鳥ヶ淵の桜

会場


